
MARKLOGIC 業界別ソリューション人事データを活用し、企業経営の武器に

人事データが「活用できていない」3つの兆候

1	 戦略的に人員配置を決定するためのインサイトが限られている
一般的な人事管理部門は 1 人の従業員について 400 を超えるデータ要素を所有しています。その多くは複数のシステムに保管されており、
しかもデータ構造が異なるため、リアルタイムで従業員についての明確な全体像を見ることが難しくなっています。

2	 データの完全なガバナンス、監査機能、トレーサビリティ、管理を実現できていない
世界的に、企業組織に蓄積されている個人データの管理と保護に関する規制は厳格化される方向にあります。管理が分断されていてテク
ノロジーの柔軟性が低い場合、データの保存、管理、検索、報告に関する要件の変化に即座に対応ができません。

3	 人材の思い切った改革や従業員のモチベーションの維持に苦慮している
システムが分断されている状態では、経営層からのニーズに対応することも、データを迅速かつ簡単に有効活用することができません。
たとえば、現在のシステムでは、従業員が自社で成長できるように、それぞれのスキルに合った新たな機会を提示することができますか？
それとも、そのような機能がなく従業員が離職してしまうことはありませんか？

もしこのような課題をお持ちなら、データ統合をシンプル化するために世界で最も適したデータベース、MarkLogic® をご検討ください。

	｢ MarkLogicを導入して短期間で成果を上げたことで、COE（Center of Excellence）
に向けた質問は「なぜMarkLogicを使うのか？」から「MarkLogicを自分のプロジェ
クトで使うにはどうしたらいいのか？」に変わりました。｣

– シニア HR アプリソフトデリバリーアドバイザー、大手ヘルスケアカンパニー
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人事データを活用し、企業
経営の武器に
人材は企業の最も重要な資産です。人材活用は企業経営に
革新と成長をもたらす柱の 1 つであり、企業は従業員と経
営両面からのニーズに迅速に対応する必要があります。

それなのに、なぜ人事データの活用ができていないのでしょ
うか？

http://www.marklogic.com


©  2020  MARKLOGIC CORPORATION. ALL RIGHTS RESERVED. このテクノロジーは、米国特許番号 7,127,469B2、米国特許番号 7,171,404B2、米国特許番号
7,756,858 B2、米国特許番号 7,962,474 B2 で保護されています。MarkLogic は、米国およびその他の国における MarkLogic Corporation の商標または登録商標です。
本書に記載されているその他の商標は、それぞれの企業に帰属します。

マークロジック株式会社 MARKLOGIC K.K.

150-0001 東京都渋谷区神宮前 1-5-8 神宮前タワービルディング 13F 
03 4540 0337 | jp.marklogic.com | MarkLogic-JP@marklogic.com

人事データ管理において信頼されているMarkLogic
このような課題を克服するには、抽出、変換、読み込みのプロセスに長い時間を費やさずに複
数のシステムのデータを統合し、リアルタイムで経営層が必要なインサイトを提供できるプラット
フォームが必要です。

MarkLogic データハブは、完全に統合、シンプル化された単一のプラットフォームです。デー
タ統合が 10 倍高速になり、あらゆる人事データを安全に共有、迅速に発見し、リアルタイム
でアクセスできるようになり、アジャイルかつセキュアに人事関連プロセスを実現できます。

安全な運用、正確なレポート機能、データのライフサイクル全体を通じた分析をサポートするア
ジャイルな MarkLogic プラットフォームにより、適材適所で現在と将来の課題やビジネスチャンス
に対応することができます。

MarkLogicによりビジネスニーズへの対応を実現した人事部の事例
グローバルな保険会社
世界 5 大保険会社の一つに入る、ある大手
保険会社では、従業員データの 360°ビュー
を実現するため、買収先の人事データ及び
組織全体で数百にもなるデータサイロを統合
できる人事データハブを構築する必要があり
ました。MarkLogic の導入後、このプロジェ
クトはわずか 9 ヶ月で完了しました。現在、
様々な人事アプリケーションがリアルタイム
で更新できています。

多国籍旅客機メーカー
13 万人を超える従業員を擁する大手の多国籍
旅客機メーカーは、経営層からの要望と従業員
への対応改善のため、様々なデータソースを扱
えて人事データの全体像を把握できる人事デー
タハブサービスを探していました。MarkLogic

により、数百の画面が統合され、アジャイル
で安全な人事データプロセスによってインサ
イトをより迅速に得られるようになったため、
効果的な意思決定ができるようになりました。

米国連邦機関
ある大規模な米国連邦機関は、非常に特殊
な任務に対応できるスキルセットを持つ部
門を迅速に組織できる方法を模索していま
した。MarkLogic を導入したこの機関では、
作業の成果物とアクティビティに関するリアル
タイムの情報に基づいてスキルを評価するこ
とで、人員の能力を分析し、最新の任務の
要件に最適な人材を配置できるようになりま
した。

MarkLogicで人事データを最も重要な資産に変える
MarkLogic は、サイロ化されたデータの統合に最適なデータプラットフォームとして大手企業に信頼されています。人事データから、より迅速に
価値を引き出すことができます。真に統合された単一のプラットフォームにより、従来よりも素早く簡単にデータを今ある形のまま読み込み、エ
ンリッチ、ハーモナイズできます。MarkLogic により、最も重要な資産の管理のアジリティを向上し、迅速にインサイトを得ることが可能になります。

詳細情報はこちらをご覧ください。https://jp.marklogic.com
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